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１．地域年金展開事業の概要（1/2）
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令和6年２月
富山年金事務所



地域年金展開事業の主な取組

◆公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関との連携協力のもと『年金制度
説明会』や『年金セミナー』、『出張年金相談』等を実施します。

◆また、日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者か
らなる『地域年金事業運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

・年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、活動に役立つ情報を
提供。

年金委員
活動支援事業

・公的年金制度の普及・啓発等についての検討や年金事務所が行う事業への意見・助
言を行うため、学識経験者や関係機関等を委員として都道府県単位に設置。

地域年金事業
運営調整会議

・職員が自治体や民間企業、関係団体等に出向き、事務担当者や従業員向けの年金制
度説明会を実施。

・市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本年金機構が行う事業の
周知、ポスター・チラシの掲示や設置、配付の依頼等。

地域連携事業

・職員が、大学や専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの年金セミナーを実施。
大学での年金相談や学生納付特例制度の申請窓口の開設や、パンフレットの掲示や
設置、配付の依頼等。

年金セミナー
事業

・年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応えるため、市区役所・町
村役場や大規模商業施設、イベント会場等で、出張年金相談や免除申請窓口を開設。地域相談事業

１．地域年金展開事業の概要（2/2）

《本来の取組内容》

令和6年２月
富山年金事務所
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２．令和５年度 事業計画
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【各事業への取組内容と具体的な活動】

令和6年２月
富山年金事務所

事業名 取組み内容 具体的な活動

地域連携事業

・市町村、自治会、事業所、関係機関、関係団体に年金制

度に関するチラシ、リーフレットの配布、掲示板へのポス

ターの掲示等を依頼する。

・地域型、職域型それぞれの年金委員の協力を得て年金

制度に関するチラシ、リーフレットの配布、掲示板へのポ

スターの掲示等周知活動を行う。

・自治会、事業所、ハローワーク等の関係機関、関係団体

等と連携し、年金制度説明会の開催による周知活動を実

施する。

①市町村・ハローワーク・関係団体等との連携による周知・啓発

各市町村等へ協力を要請し、チラシ・ポスター等による周知、制度説

明を実施する。

②年金委員を活用しての周知・啓発

地域型・職域型年金委員に協力を依頼し、自治会、町内会・事業所に

てチラシ配付および説明周知を行う。

③市町村担当者向け情報紙「かけはし」を自治体等へ配布する。

④事業所に対する制度説明会の実施

Web会議ツールを利用した非対面型による制度説明会を実施する。

年金セミナー
事業

・学生、生徒等の若年層を対象とした年金セミナーの拡充

を図る。

大学、短大、専門学校、高等学校等における年金セミナーの実施および

「わたしと年金」エッセイ募集に関する周知活動を実施する。セミナーの実

施にあたっては対面型の他、非対面型（リモート）も実施可能であることを

周知し協力を求める。

＜アプローチ実施＞

・県教育委員会、県学校長会、高等学校長会に対する周知、協力 を依

頼する。

・大学への周知、協力要請を行うとともに、大学ＨＰに年金制度啓発資

料の掲載をあわせて依頼する。

地域相談事業

・地域連携事業（年金制度説明会）と併せて、各年金事務

所において市町村、自治会、大学、事業所、ハローワー

ク、ジョブカフェ、商業施設等において出張年金相談を実

施する。

①市町村等における出張年金相談

管内各市町村や商業施設に出張年金相談開催への協力を依頼し、

相談会を実施する。

②大学等構内における出張年金相談

大学生等を対象とし、学特申請に関する出張年金相談の開催への

協力を依頼し、相談会を実施する。

年金委員活動
支援事業

・年金委員の活動に必要な情報提供を十分に行うとともに、

関係団体への働きかけを強化し、その委嘱拡大に努め

る。

①年金委員研修の実施

Web会議ツールを最大限利用し、研修会を実施する。

②電話・文書による勧奨を主体とした委嘱拡大

職域型にあっては、事業所が他業務で来所する機会も捉えた勧奨・案

内を実施する。



３．令和５年度 取組実績（1/25） 令和５年４月～令和６年１月
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

① 市町村・ハローワーク・関係団体等との連携による周知・啓発

○ 市町村職員担当者向け研修他連携事業 （前年度：７回 ５５名）

（１５回 ８１名）

○ ハローワークにおける年金制度説明会 （前年度：６２回 ３，２００名）

市町村との連携は例年どおり継続さ

せることができた。

雇用保険説明会における年金制度説

明について、富山年金事務所職員が定

期的にハーローワーク富山へ出向き、

退職後の年金手続き等の説明を行った。

他の年金事務所においては、管内ハ

ローワーク職員に協力を依頼し、退職

後の年金手続等の資料配布を行って

いただいている。

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加
人数

富山

富山市役所 担当者への制度説明会 ４回 ２２名

富山市役所本所
および全地区セ
ンター

成人式でのねんきんネットチラシおよび
２０歳の国民年金加入用チラシ配布

５４か
所

高岡 管内市役所 新任担当者への制度説明会 ２回 ３名

魚津 管内市町村役場 新任担当者への制度説明会 ５回 ３２名

砺波 管内市役所 担当者への制度説明会 ４回 ２４名

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加人数

富山
ハローワーク

富山
雇用保険説明会での制度説明 ５６回 ２，８５０名



３．令和５年度 取組実績（2/25） 令和５年４月～令和６年１月
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

○ 税務署との連携

○ その他関係団体等との連携

（前年度： ２回 ３６名）

（２回 ３７名）

※写真の掲載については、ご本人の了承をいただいています。

退職間近者を対象とした年金シニアラ

イフセミナーを例年どおり実施した。

「年金制度説明」と「生きがいとライフ

プラン」についての二部構成で実施し、

アンケート結果では、「今から先のこと

を考えて行動していきたい」、「シニアラ

イフを楽しもうと思った」、「今後もこのよ

うなセミナー開催を期待している」との

回答もいただき、「参考となった」という

意見が多数を占め、大変好評であった。

各研修会やセミナーについては、次年

度以降も継続して取り組んでいく。

なお、年金シニアライフセミナーについ

ては、全国社会保険委員会連合会から、

６年度以降、講師派遣には最低２０人

以上の参加者が必要であると連絡が

あったことから、高岡会場を富山会場に

吸収し、県内１ヵ所での実施とする。

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加
人数

富山・魚津
全国社会保険
委員会連合会

富山県民

共生センター
サンフォルテ

年金シニアライフセミ
ナーにて年金制度説
明

１回 ２５名

高岡・砺波
全国社会保険
委員会連合会

高岡商工
会議所

年金シニアライフセミ
ナーにて年金制度説
明

１回 １２名

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加
人数

富山 富山税務署

電子送付サービスについて周知・広
報依頼 ２回 ２名

高岡 高岡税務署

電子送付サービスについて周知・広
報依頼及び担当者への説明会を実
施

２回 ２５名



３．令和５年度 取組実績（3/25） 令和５年４月～令和６年１月
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

② 年金委員を活用しての周知・啓発

③ 市町村担当者向け情報紙「かけはし」を自治体等へ配布

各年金事務所より年金制度関連事務に関する情報誌「かけはし」

を管内市町村へ送付することにより制度改正等の情報提供を行

っています。

機構本部各部から国民年金保険料や年金給付に関する手続き

や、記載方法等、詳細に掲載されています。また、各地域で必要な

内容を掲載するページもあり、市町村担当者へ必要な情報を提供

できるよう工夫して情報発信に努めております。

（５、７、９、１１、１、３月隔月発行）

事務所 企業・団体等 内容 実施回数
対象等人数

（のべ）

富山
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ２回 ７４３名

高岡
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ２回 ５８２名

魚津
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ２回 ４８７名

砺波
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ２回 ７４７名



３．令和５年度 取組実績（4/25） 令和５年４月～令和６年１月
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

④ 社労士会への年金制度説明会 （前年度： ４回 ７５名 ）

（３回 １４６名）

⑤ 事業所に対する制度説明会の実施

コロナ禍より、オンラインによる説明会

を実施する体制を構築してきた。引続き

オンライン説明会の拡充を図っていく。

事務所 内容
実施
回数

参加人数

富山
新規適用事業所説明会（オンライン）
算定基礎届事務説明会

４回
３回

３１名
１９７名

高岡
新規適用事業所説明会（オンライン）
算定基礎届事務説明会

２回
２回

１２名
１３７名

魚津

新規適用事業所説明会（会場・オンライン）
算定基礎届事務説明会
新入社員向け年金制度説明会

２回
２回
１回

１２名
８０名
８名

砺波
新規適用事業所説明会
算定基礎届事務説明会

１回
１回

１７名
１１６名

事務所 内容
実施
回数 参加人数

富山
年金制度説明会開催
（富山県社会保険労務士会より動画配信）

１回 ５０名

高岡 年金制度説明会開催 １回 ８０名

砺波 年金制度説明会開催 １回 １６名



３．令和５年度 取組実績（5/25） 令和５年４月～令和６年１月
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令和6年2月
富山年金事務所

地域連携事業

新規適用事業所説明会（オンライン）実施について

新型コロナウィルス感染症の拡大防止や事業所の利便性を考慮し、富山年金事務所においては、令和４年２月よりオンライン

による新規適用事業所説明会を開始し、令和５年度においても定期的に開催した。開催にあたっては、全国健康保険協会

（以下、「協会けんぽ」という。）富山支部と連携のうえ開催した。 （富山年金事務所６０分、協会けんぽ富山支部３０分の合計

９０分で実施。）

また、高岡年金事務所は令和５年２月より、魚津年金事務所は令和５年１１月より、オンラインによる新規適用事業所説明会を

開催している。

※日本年金機構においては、情報セキュリティの関係から、説明会で使用する資料はインターネット専用端末に保存できない

ため、インターネット非接続端末からPCモニターに出力し、出力したPCモニター画面をマイク付きカメラで撮影し配信を行って

いる。

■使用機器等

インターネット専用端末 1台

インターネット非接続端末 １台

（機構の共有フォルダがあるもの）

PCモニター

カメラ（マイク付き）

使用ツール「Microsoft Teams」



３．令和５年度 取組実績（6/25） 令和５年４月～令和６年１月
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令和6年2月
富山年金事務所

地域連携事業

新規適用事業所説明会（オンライン）実施について
■アンケート結果

○ 少しスピードが速かった。
○ 新規加入事業者だけでなく、新任担当者にも開催してほしい。
○ オンラインだと気軽に参加できてよい。
○ 質問の時間または説明会後の問い合わせ先の詳細が最後にあればよかった。
○ 録画があればよかった。
○ オンラインでよかった。
○ 映像の前半は見づらかったが後半は見やすかった。
○ 主要6届書の説明で記入例を見せてもらえば役立ちます。

ご意見・ご感想
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

①大学、短大、専門学校等における年金セミナーの実施および「わたしと年金」エッセイ募集に

関する周知活動

○ 年金セミナー・エッセイアプローチ状況（1/3）

昨年度より、毎年秋に送付していた

年金セミナー実施の協力依頼を前年

度３月に送付している。その結果、５

年度においても上期３校について継

続実施ができた。また、従来から実施

している教育機関に関連校の実施依

頼を行ったところ、新たに２校増やす

ことができた。

令和６年度の年金セミナーについて

も早期に募集を開始し、開催校の増

加に努めていく。

事務所 対象 対象数 取組内容 実施対象数
実施回数
（のべ）

富山

富山県教育委員会 １ 訪問 1 1回

富山市教育委員会 １ 訪問 １ １回

富山県高等学校校長会 １ 訪問 １ １回

富山県中学校校長会 １ 訪問 １ １回

大学・短大 ３校
対面にて依頼 １校 １回

文書にて依頼 ３校 ３回

専門学校 １８校
文書にて依頼 １８校 ２０回

電話にて依頼 １校 １回

高等学校 ２０校 文書にて依頼 ２０校 ２０回

中学校 ２７校 文書にて依頼 ２７校 ２７回

支援学校 ７校
文書にて依頼 ７校 ７回

電話にて依頼 ５校 ５回

３．令和５年度 取組実績（7/25） 令和５年４月～令和６年１月
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 年金セミナー・エッセイアプローチ状況（2/3）

事務所 対象 対象数 取組内容 実施対象数
実施回数
（のべ）

高岡

大学・短大 ３校 文書にて依頼 ３校 ６回

専門学校 ３校 文書にて依頼 ３校 ６回

支援学校 ２校 ― ― ―

高等学校 １４校 文書にて依頼 １４校 ２８回

中学校 ２３校 文書にて依頼 ２３校 ２３回

魚津

管内市町村 ８ 文書にて依頼 ８ ８回

管内教育委員会 ８ 文書にて依頼 ８ ８回

管内図書館 ９ 文書にて依頼 ９ ９回

大学校 １校 文書にて依頼 １校 ２回

専門学校 １校 文書にて依頼 １校 ２回

高等学校 １０校 文書にて依頼 ９校 １８回

中学校 １２校 文書にて依頼 １２校 １２回

３．令和５年度 取組実績（8/25） 令和５年４月～令和６年１月
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 年金セミナー・エッセイアプローチ状況（3/3）

○ 年金セミナー実施（1/2）

富山大学では、教授の協力により、

講義の一環として、年金セミナーを継

続している。

事前に学生からの疑問点や自分なり

の年金に対する印象等を提出してい

ただき、それらに対する回答を盛り込

みながら、前半は講義を行い、後半は

学生の年金に対する不安を払拭でき

るようデータや資料を基に説明を行っ

た。

事務所 対象 対象数 取組内容 実施対象数
実施回数
（のべ）

砺波

支援学校 ２校 ― ― ―

高等学校 ５校
文書にて依頼 ５校 ７回

電話にて依頼 1校 １回

中学校 １６校 ― ― ―

３．令和５年度 取組実績（9/25） 令和５年４月～令和６年１月

事務所 対象 学校数 実施方法 受講者数 予定等

富山

大学・短大 １校 対面 ２８名

専門学校 ２校 対面 ８５名
２月実施
３校

高等学校 １校 対面 ５２名
２月実施
１校

高岡

専門学校 ２校 DVD視聴 １２４名

高等学校 １校 対面 １１０名
２月実施
２校
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 年金セミナー実施（2/2）

（前年度実績） 大学・短大 ２校 専門学校 ６校 支援学校 ０校

高等学校 １４校 中学校 ０校

【年金セミナーの講師育成】

日本年金機構では若手職員を中心

に年金セミナー講師育成に努めています。

５年度は、大曽根年金事務所において、

中部地域部管内の新入構員が集合し、

年金セミナーの練習を行いました。

アンケート結果から、年金セミナー実

施前は年金に対するイメージが「とて

も良い」「まあ良い」と感じていた学生

は40.0％にとどまっていたが、セミナー

実施後は80.5％に大きく増加する結果

となった。年金セミナーにより一定の

誤解や不安の解消になったと思われ

る。

事務所 対象 学校数 実施方法 受講者数 予定等

魚津

大学校 １校 DVD視聴 １００名

専門学校 ２校 対面 ３３名

高等学校 ４校
対面（２校）

DVD視聴（２校）

１４７名
３２０名

２月実施
２校

砺波 高等学校 ０校
２月実施
３校

３．令和５年度 取組実績（10/25） 令和５年４月～令和６年１月
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 「わたしと年金」エッセイ募集

日本年金機構では、今年度も自身やご家族などの身近な方と、公的年金制度との関わりや考え

などをテーマに、「わたしと年金」エッセイの募集を令和５年６月１日から令和５年９月８日の間に

行い、全国１，６０９件の応募の中から受賞者が決定しました。

【全国の応募状況】

富山県のエッセイ応募状況

応募件数を増やすため、各教育委員

会と校長会に継続して訪問、依頼を

行っていく。また、年金セミナー実施校

にエッセイも協力いただけるよう依頼

していくことが必要。

※賞
厚生労働大臣賞、日本年金機構

理事長賞、優秀賞、入選

賞状の授与並びに記念品を贈呈します。

３．令和５年度 取組実績（11/25） 令和５年４月～令和６年１月

年度 一般 学生 計

２年度 １３４ ８０８ ９４２

３年度 ７０ １，５２６ １，５９６

４年度 ８９ １，９１９ ２，００８

５年度 ８０ １，５２９ １，６０９

年度 応募者数

２年度 ０名

３年度 １名（学生）

４年度 ３名（学生）

５年度 ０名
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項

年金セミナー

事業

３．令和５年度 取組実績（12/25） 令和５年４月～令和６年１月

「わたしと年金」エッセイ （令和５年度 受賞作品紹介）

厚生労働大臣賞 大阪府 小南 由花 様 （５０代）

「大腸に直径２ｃｍの穴が空いています。原因はわかりません。穴から内容物が漏
れて化膿し、腹膜炎を併発しているので、このままでは命を落とします。ご主人が助
かるのには人工肛門設置しかありません。これから緊急手術します。奥さん、同意書
にサインを」
２０２０年４月、搬送先の病院で医師の宣告を受けた私は、目の前が真っ暗になった。
夫が腹痛を訴えるので、救急車を呼んだけれども、まさか、こんなことになるとは。
夫の同意を得て人工肛門をつける手術が行われた。命はとりとめたものの、急性心

不全や脳梗塞、腎不全など、次々に合併症が起こった。
４か月が過ぎても退院の目途は立たなかった。急性心不全と脳梗塞は主治医の適

切な処置で後遺症は残らなかったが、もともと悪かった腎臓は治らず、「退院後は週３
回透析が必要」と宣告された。
夫は仕事に復帰できないかもしれない。これからの生活をどうしようか。
私は、現在の預貯金・医療保険の入院給付金・健康保険から給付される傷病手当

金など、それぞれの総額を計算して一覧表にした。
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項

年金セミナー

事業

３．令和５年度 取組実績（13/25） 令和５年４月～令和６年１月

一覧表を撮影して「高額療養費制度や障害年金も手続きするから、当面、お金の
心配はないよ。安心して療養に専念して」とコメントをつけてメールで夫に送ると、
「わかった。ありがとう。俺、がんばるから」と返信があったので、ほっとした。
透析にかかる医療費は年間５００万円といわれている。私は厚生年金保険料を納

めながら、事務の仕事をしているが、おそらく夫は失業し、再就職も難しい。医療費
減免制度を使っても生活が苦しくなる。
頼みの綱は障害年金だ。
年金機構から届く「ねんきん定期便」で、夫の「受給資格期間」欄と将来受給でき

る年金の見込み額を確認した。夫は１８歳から働きはじめて何度か転職しているが、
４０年以上年金に加入し、未納期間がほとんどない。
夫が書いた委任状と資料を持って年金事務所に出かけた。障害年金の請求手続

きは「初診日」から１年６か月後の「障害認定日」からだが、具体的な給付額や、ど
のタイミングで、どんな手続きをすればいいかを知っておきたかった。
年金事務所では、窓口担当者が、年金機構のデータベースから、夫の年金加入

履歴や障害厚生年金の支給額を調べてくれた。
「年金支給額は計算されている金額と同じです。よく勉強されていますね」
「実は、ファイナンシャルプランナーの資格を持っていまして」
「やっぱり。それにしても、この資料はありがたいですね。「初診日」や「病状」の記

録がはっきりしないために障害年金が受給できないケースや、支給が遅れるケース
が多いんです。この資料があれば、早く年金が支給されますよ」



18

令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項

年金セミナー

事業

３．令和５年度 取組実績（14/25） 令和５年４月～令和６年１月

にこにこしながら担当者は言った。
私が用意した資料は、協会けんぽから支給される傷病手当金申請のために、主

治医が書いた診断書のコピー。障害年金を請求するときには、あらためて年金機構
が定める診断書を提出しなければならないが、傷病手当金申請用の診断書には、
障害年金請求に必要な「初診日」「発症までの経緯」「原因」などが詳しく書かれて
いて、年金の等級や給付金額、請求できる時期などを知るのに役立つ。
調べてもらうと、人工肛門の「障害認定日」は手術をした日から６カ月を経過した

日。人工透析の「障害認定日」は、初めて透析を受けた日から３か月を経過した日
で、他の病気よりも早く請求手続きができるとわかった。
そして、最初の入院からリハビリ転院を経て１０カ月。夫は帰宅した。仕事には復

帰できなかったが、入院中に支給された人工肛門（障害３級）の障害厚生年金。退
院してまもなく支給された人工透析（障害２級）の障害厚生年金は、とてもありがた
かった。
２０２３年現在。夫は自宅で療養生活を送っている。人工透析と人工肛門、２種類

の障害を抱えながらも表情は明るい。「俺も何かできることないかなあ」と言いなが
ら、毎日タブレットで動画配信を楽しんでいる。日本に年金制度があって本当によ
かったと思う。
年金の支給日になると、夫はスマホの銀行アプリを見て「今日、年金が振り込ま

れたで。ありがたいことや」と、うれしそうな顔をする。夫にとって障害厚生年金は
「生活を支える大切なもの」。同時に「４０年間、年金保険料を払い続けてきた努力
の証」だ。夫が倒れる前は、給与明細を見て「厚生年金保険料、こんなに天引きさ



19

令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項

年金セミナー

事業

３．令和５年度 取組実績（15/25） 令和５年４月～令和６年１月

れているのか」と、ため息をついていたことを今を反省している。

長年、夫や私が納めた年金保険料は誰かの暮らしを支えていたし、私たちの暮らし
は、誰かが納めてくれた年金保険料が支えてくれる。世代間で助け合う、この制度に
は感謝しかない。

若い人は「iDeCo」や「企業型確定拠出年金」などの「私的年金」に関心が向きがち
だが、日本の公的年金制度はすばらしい「支え合いのシステム」だ。

いつか、ファイナンシャルプランナーとして、自分の体験も交えながら、公的年金制
度のメリットと、年金を納めることの大切さを若い世代に伝えていきたいと思う。

入賞作品は、日本年金機構ホームページでもご覧いただけます。

わたしと年金エッセイ審査結果 検索

(https://www.nenkin.go.jp/info/torikumi/nenkin-essay/20231130.html)
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 第５回「年金動画・ポスターコンテスト」

厚生労働省において、次世代を担う若い皆さまと一緒に年金について考えることを目的として、第
５回「年金動画・ポスターコンテスト」が開催され、日本年金機構においても、協賛団体として、「グラフ
ィック・ポスター部門（一般の部（高校生以上））において、日本年金機構理事長賞を授与することが決
定されました。富山県内からは初めての受賞で、下記日時において、富山年金事務所金川所長より
表彰状を授与いたしました。

【表彰式】

開催日時 令和５年１２月１９日（火） １０：００

場 所 富山県立富山北部高等学校

受 賞 者 富山県立富山北部高等学校

吉田 向日葵（２年生）

【応募総数】 各部門総計 １４１名

（受賞作品）

３．令和５年度 取組実績（16/25） 令和５年４月～令和６年１月
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域相談事業

① 市町村等における出張年金相談

○ 市町村連携による相談会（1/2）

遠方で年金事務所等へお越しいただくことが困難なお客様のために、富山県社会保険労務

士会の協力を得ながら県内各所で出張年金相談を開催しています。

１月末までに計画どおり１１０回の出

張相談を実施することができた。参加

人数は昨年同時期の１，０３３名から

３９名多い１，０７２名の相談があり、

来年度も継続して実施していく。

なお、６年度は、本部より利用者数の

少ない会場について調整依頼があり、

市町村と調整した結果、氷見商工会議

所と射水市役所の２か所を廃止するこ

ととなりました。

事務所 開催地 開催場所 実施回数 参加人数

富山 富山市

大久保ふれあいセンター １０回 １０５名

八尾コミュニティセンター １０回 ８３名

婦中行政サービスセンター １０回 ９８名

高岡
氷見市

氷見市役所 １０回 ８７名

氷見商工会議所 １０回 ４７名

射水市 射水市役所 １０回 ３５名

魚津

朝日町 朝日町役場 １０回 ６１名

入善町 入善町役場 １０回 １０６名

上市町 働く婦人の家 １０回 ９４名

立山町 立山町元気交流センター １０回 １０５名

滑川市 滑川市役所 １０回 ６１名

３．令和５年度 取組実績（17/25） 令和５年４月～令和６年１月
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域相談事業

○ 市町村連携による相談会（2/2）

② 大学等構内における出張年金相談

大学構内にて、学生へパンフレット配布と学生向け相談コーナー（学生納付特例申請書の

受付窓口）を開設しました。

（前年度： ２校 １１名）

（３校 １５名）

大学等構内での相談窓口設置につい

ては、大学構内の掲示板への掲示によ

り周知いただいているが、参加人数の

増加を図れていない状況にある。引き

続き事前周知の工夫や学校への協力

依頼等を行っていく。

なお、５年度は富山大学において納付

相談会を開催することができた。

しかしながら、参加人数が５名と少なく、

開催時期の見直し及び複数回の実施

を検討し、相談件数の増加を図っていく。

事務所 開催地 開催場所 実施回数 参加人数

砺波

小矢部市 小矢部市役所 １０回 ４２名

南砺市
城端市民センター １０回 ５２名

福光市民センター １０回 ９６名

３．令和５年度 取組実績（18/25） 令和５年４月～令和６年１月

事務所 開催日 開催場所 参加人数

富山 令和６年１月２５日 富山大学 ５名

高岡 令和５年１１月１０日 富山県立大学 ８名

高岡 令和５年１１月１６日 高岡法科大学 ２名
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

① 年金委員への研修、情報提供

● 富山県地域型年金委員研修会の開催

富山、高岡、魚津、砺波の各年金事務所会議室の会場参加に加え、オンライン参加により研

修会を開催しました。(富山が中心となり高岡、魚津、砺波の４事務所が連携のうえ実施。)

【内容】

・国民年金制度の近況と富山県の現状について

・６５歳以降の年金について

【研修会の様子】

Microsoft Teamsを使用し、富山年金事務所会議室より、高岡、魚津、砺波の各会議室および

オンライン参加の委員のPCへ配信を行うことで、委員の利便性、研修会の効率化を図った。

● 地域型年金委員地区連絡会の開催

県内を富山地区、魚津地区、高岡・砺波合同地区に分け、地区それぞれで連絡会を開催し、

地域型年金委員と今後の取組等についての意見交換等を行った。（半期に一度開催。研修

会がある場合は同時開催とした。)

※写真の掲載については、ご本人の了承をいただいています。

年金委員からは、オンラインによる研

修を求める声もあることから、次年度

以降も引き続きオンラインを活用した

研修会を実施していく。

３．令和５年度 取組実績（19/25） 令和５年４月～令和６年１月

事務所
地域型年金委員

参加人数

富山年金事務所 ８名

高岡年金事務所 ６名

魚津年金事務所 ７名

砺波年金事務所 ６名
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 全国年金委員研修会の開催

日本年金機構本部よりオンライン（Microsoft Teams使用）を利用して全国年金委員研修会を

開催しました。

なお、５年度は、オンラインに加え、各都道府県代表の年金委員が東京に参集し受講する方

式の２つの方式で実施しました。

（東京参集型は２日間実施 受講者は職域型１名、地域型１名）

【内容】 １日目 ２日目

・iDeCo（個人型確定拠出年金）について ・公的年金保険制度を取り巻く環境の変化

・子育て支援のための制度 と変化への適合の状況について

・オンラインサービスの推進 ・年金委員活動に関する説明

・国民年金に係る制度周知

・老齢年金の繰り下げ制度

・年金委員活動（制度）について

３．令和５年度 取組実績（20/25） 令和５年４月～令和６年１月

事務所
地域型年金委員

参加人数
職域型年金委員

参加人数

富山年金事務所 ９名 ２７名

高岡年金事務所 ３名 ６名

魚津年金事務所 ５名 １３名

砺波年金事務所 ４名 １０名
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 地域型年金委員へ情報誌「年金委員だより」の送付

各年金事務所より、地域型年金委員あてに「年金委員だより」を５月・８月・１１月・２月に送付

しています。

（２月送付）

年金委員だよりを定期的に送付し、

年金制度等の情報提供を行っている。

令和４年度までは富山年金事務所

から一括送付していたが、地域型年

金委員との連携強化のため、令和５

年度より各年金事務所から送付する

こととしており、次年度以降も継続実

施していく。

３．令和５年度 取組実績（21/25） 令和５年４月～令和６年１月

事務所 送付月 掲載記事

富山
高岡
魚津
砺波

令和５年５月

・令和５年４月からの国民年金保険料について
・令和５年４月分（６月支払）からの年金額について
・マイナポータルから国民年金手続の電子申請について
・スマートフォンアプリから国民年金保険料の納付について
・出張相談所開設案内

令和５年８月
・障害年金の請求に係るお手続きについて
・「わたしと年金」エッセイ募集
・「ねんきんネット」の利用登録について

令和５年１１月

・ねんきん月間について
・社会保険（国民年金保険料）控除証明書の発行について
・マイナポータルで受け取れる年金の通知書
・出張相談所開設案内

事務所 送付日 掲載記事

富山
高岡
魚津
砺波

令和６年２月
・令和５年分公的年金等の源泉徴収票の送付について
・国民年金保険料の前納について
・令和６年能登半島地震により被害を受けられた皆様へ
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 職域型年金委員への研修会等①

各年金事務所では、職域型年金委員の方に対して、研修会や参考図書の送付を行い、活動

支援を行っています。

※オンラインによる合同研修を除く

各年金事務所より、研修会の実施や

参考図書の送付を行っている。来年

度においても、職域型年金委員の意

見・要望を参考に活動支援を行ってい

く。

３．令和５年度 取組実績（22/25） 令和５年４月～令和６年１月

事務所 内容等 回数
人数

（のべ）

富山
職域型年金委員研修 １回 ９名

社会保険事務参考図書の送付 １回 ６４２名

高岡
職域型年金委員研修 ２回 １５１名

社会保険事務参考図書の送付（３月配付予定）

魚津 職域型年金委員研修 ２回 ８９名

砺波 職域型年金委員研修、年金制度説明会 ４回 ６２名



３．令和５年度 取組実績（23/25） 令和５年４月～令和６年1月
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 職域型年金委員への研修会等②（オンライン研修）

今年度も、会場参加、オンライン及び後日動画視聴の３種類の参加方法により研修会を開催

することができました。開催にあたっては、協会けんぽ富山支部や富山労働局とも連携のうえ、

幅広く社会保障や健康に関する研修会を実施しています。

3月9日実施予定

※各セミナーにおいて、富山が中心となり高岡、魚津、砺波の４事務所が連携のうえ実施。

９月に開催された協会けんぽ富山支

部の健康づくりセミナー内にて年金制

度改正について説明を行った。本セミ

ナーにおいては、県内社会保険委員会

とも連携し実施した。

また、２月も協会けんぽ富山支部と富

山労働局とも連携のうえ、会場参加、オ

ンライン及び後日動画視聴の３種類の

参加方法による研修会を行った。

オンライン及び後日動画視聴につい

ては、申込者が多く今後も継続して実

施していく。

事務所 内容等
実施
回数

参加人数

富山
高岡
魚津
砺波

富山県総合情報センター
（会場およびオンライン）

協会けんぽ富山支部
主催の「健康づくりセ
ミナー」において年金
制度改正の説明を行
う。

１回
（９月）

１６６名

事務所 内容等
実施
回数

参加人数

富山
高岡
魚津
砺波

富山県総合情報センター
（会場およびオンライン）

各年金事務所、協会
けんぽ富山支部、富
山労働局が連携のう
え社会保険委員向け
研修会実施。

１回
（２月）

３０８名
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 年金委員大会

令和５年１１月１７日（金）「ボルファートとやま」において、協会けんぽ富山支部、富山県社会
保険委員会連合会と連携のうえ、富山県年金委員・健康保険委員大会を開催し、年金事業の
推進・発展のためご尽力いただいた年金委員の方々の功績を称え、厚生労働大臣・日本年金
機構理事長・日本年金機構理事、富山県社会保険委員会連合会長表彰を行いました。
表彰式後は、瑞龍寺住職の四津谷道宏様より「どうする前田家」と題し講演をいただきました。

【年金委員表彰者数】

・厚生労働大臣表彰・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２名

・日本年金機構理事長表彰・・・・・・・・・・・・・・ ４名

・日本年金機構理事表彰・・・・・・・・・・・・・・・・ ７名

・富山県社会保険委員会連合会長表彰・・・・１２名

※写真の掲載については、ご本人の了承をいただいています。

昨年度に引き続き、表彰式と記念講

演の２部構成として開催した。

表彰式の実施は、年金委員のモチ

ベーションに非常に有効であるため、

次年度も引続き、協会けんぽ富山支

部、富山県社会保険委員会連合会と

連携のうえ、開催する。

３．令和５年度 取組実績（24/25） 令和５年４月～令和６年１月
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令和6年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

② 年金委員の委嘱拡大

各年金事務所では、定年退職等で職域型年金委員を解嘱となった方に対して、文書や電話で
地域型年金委員の委嘱について協力をお願いしています。

また、新規適用事業所や健康保険委員のみ設置事業所へ職域型年金委員の推薦依頼を行
い委嘱拡大に取り組みました。

【令和５年度1月末の富山県の現況

（前年同月比）】

職域型2,107人（前年2,137人） ▲30人

地域型85人（前年88人） ▲3人

富山県全体としては年金委員の委嘱

数の減少傾向が続いている。

新規適用事業所に対する勧奨や従

業員50人以上の事業所に対する再勧

奨等により委員委嘱件数増加に向け

た取組を進めており、継続していく。

また、協会けんぽ富山支部協力のも

と、健康保険委員のみ設置事業所へ

の案内も継続して取り組んでいく。

３．令和５年度 取組実績（25/25） 令和５年４月～令和６年１月

事務所 区分 勧奨内容 対象者
回数

（のべ）
結果

富山

新規職域型 文書による委嘱勧奨
３５６
事業所

５回 ２５名

新規地域型
文書による委嘱勧奨
電話による委嘱勧奨

５４人
２人

５４回
２回

０名
２名

高岡

新規職域型 文書による委嘱勧奨
１１６
事業所

２回 １３名

新規地域型
文書による委嘱勧奨
訪問による委嘱勧奨

５６人
６０人

１０回
２回

０名
３名

魚津 新規職域型 文書による委嘱勧奨
２８２
事業所

２回 ９名

砺波 新規職域型 文書による委嘱勧奨 ３２人 １回 ２名
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令和6年2月
富山年金事務所

開催回 事業名 意見・課題事項 対応状況

第６回

地域相談事業

自宅に届いた学生納付特例申請書の案内が放置され
るケースも多いと思われるため、大学構内に年金窓口を
開設し、手続き等をできるよう取組むことで学生の年金に
対する意識が向上するのではないか。

【対応中】

在籍する学生から国民年金保険料の学生納付特例申請の
委託を受けることができる学生納付特例事務法人（厚生労働
大臣の指定を受けた学校等）の普及に努めていく。

地域連携事業

企業内での年金制度説明会拡大は、職域型年金委員
を中心に声を出していかないといけない。ＰＲ不足ではな
いか。

【対応済】

納入告知書等へ同封し事業主へ送付しているリーフレット
「日本年金機構のお知らせ」に年金制度説明会（オンライン含
む）を実施している旨案内を行っている。

なお、説明会等はオンラインによる開催等が定着してきたこ
とから、今後も利便性の高いオンライン開催を中心に実施して
いく。

第７回
年金セミナー

事業

中学校が取り組んでいる「14歳の挑戦」の受け入れ企
業に対し、中学生用の社会保険制度パンフレットを配布
して「お父さん、お母さんと読んでおいて。」と伝えてもらう
だけでも広く周知する切り口になる。是非、中学生等若年
層向けパンフレットの作成・配布を検討いただきたい。

【対応済】

富山県内各年金事務所では対応できないため、ご意見は機
構本部へ報告させていただいている。
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令和6年2月
富山年金事務所

開催回 事業名 意見・課題事項 対応状況

第８回

年金セミナー

事業

大学進学に向けた動きが大きくなる前の１年生２年生
を対象とした普通科高校へのセミナー普及および特別支
援学校の保護者向けのセミナーに取り組んでもらいたい。

【対応中】

令和３年度より普通科高校においても１校実施しているが、
対象校を拡大できていない。今後もアプロ―チを継続していく。

年金セミナーを授業で行えない場合は、教頭先生を窓
口としてPTA活動で保護者が集まる機会を捉え、アプ
ローチすることもよいのではないか。

【対応中】

オンラインによるセミナー実施の環境が整ったことから、来
年度実施に向けてアプローチを継続していく。

外国からの技能実習生が多く集まる日本語教育支援

団体に対する年金セミナーを検討いただきたい。

【対応中】

外国人への取組としては、外国人向けの制度説明動画を本
部で作成しており、配付に向けてアプローチしたところ、富山国
際大学より配付依頼を受けることができた。来年度以降拡大で
きるよう引き続きアプローチを継続していく。

年金委員活動

支援事業

市町村職員退職時における地域型年金委員の委嘱勧
奨を取組んでもらいたい。

【対応中】

取り組むことができなかった。地域型年金委員の活動支援
の面でも各自治体の協力が不可欠であり、併せて依頼を行う
予定である。
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令和6年2月
富山年金事務所

開催回 事業名 意見・課題事項 対応状況

第９回
年金セミナー

事業

富山県のエッセイ募集状況が低下したままである。学
校等への働きかけを工夫して進めてもらいたい。

【対応中】

県代表年金事務所から教育委員会や各校長会に出向き
エッセイの周知、夏休みの宿題等に取り入れていただく等の依
頼を行い、管轄年金事務所からも各学校へ依頼を実施してると
ころだが、大きな効果を上げれていない。

引続き年金セミナーと合わせて、エッセイ募集の協力が得ら
れるよう取組を進めていく。

ウィズコロナがニューノーマルとなる時代です。オンラ
イン配信やDX（デジタルトランスフォーメーション）による
業務の進め方を検討されるのも良いのではないか。

【対応済】

令和４年度より、オンラインによる各種説明会の拡充を目指
し、取組を進めており、富山、高岡及び魚津年金事務所におい
て定期的に新適説明会を開催することができた。オンラインに
よる説明会は利便性の面で高評価をいただいており引続き実
施していく。

第10回
年金セミナー

事業

地域年金展開事業において、可能であれば、数値目標
（例：セミナーにおけるアンケート満足度〇〇％以上とす
る等）を設定して取り組みを進めたほうが良いと考える。
検討頂きたい。

【対応済】

事務所の評価においてセミナーの実施回数等による評価指
標は機構本部より示されていますが、例であげていただいたア
ンケート満足度については評価指標はない現状にある。富山
県内各年金事務所では対応できないため、ご意見は機構本部
へ報告させていただいている。
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令和6年2月
富山年金事務所

開催回 事業名 意見・課題事項 対応状況

第１１回
年金セミナー

事業

過去の年金エッセイを見ていると、実名で全国に公開され
ているが、内容がプライバシーにかかわる部分が多く抵抗
感を感じる。匿名でも良くする等の工夫が必要ではないか。

【対応済】

富山県内各年金事務所では対応できないため、ご意見は機
構本部へ報告させていただいている。

厚生労働省が発表する年金額のモデルとして、主に夫が
４０年間働いていると感じる。例えば、夫婦就労や単身のモ
デル等の多様なモデルを示していただきたい。

【対応済】

富山県内各年金事務所では対応できないため、ご意見は機
構本部へ報告させていただいている。



事業名 取組み内容 具体的な活動（目標数値・内容）

地域連携事業
市町村、自治会、事業所、関係機関、関係団体と連携

した年金制度の周知・啓発活動の実施

① 市町村職員担当者向け研修会の実施

② 事業所事務担当者向け研修会の実施

③ ハローワークの離職者説明会での年金制度説明の実施

④ 富山県社会保険労務士会研修会での年金制度説明の実施

⑤ 富山県社会保険委員会連合会、富山県内４社会保険委員会との

連携による年金委員研修会等の実施

⑥ 市町村職員担当者向け広報誌「かけはし」の配布

⑦ 制度説明会、研修会についてはWeb会議ツールを最大限に利用

年金セミナー
事業

富山県内の大学や専門学校、高等学校等での年金

セミナーの実施

従来の対面型と併せ非対面型によるセミナーの実施や年金セミナー用

動画（ＤＶＤ）の配布等、各教育機関のニーズに合わせ実施する。

なお、エッセイ募集件数が増加するよう、年度の早い時期での開催を

目指す。

① 各教育関係機関への年金セミナー実施、エッセイ募集の協力依頼

② 大学、短大、専門学校、高等学校、支援学校（団体）における年金

セミナーの実施

③ ＰＴＡ活動の機会を捉えた保護者への年金セミナーの実施

地域相談
事業

市町村、自治会、大学、事業所、ハローワーク、ジョブカ

フェ、商業施設等における出張年金相談の実施

① 市町村連携による出張年金相談の実施

② 大学等構内における出張年金相談の実施

年金委員活動
支援事業

年金委員の活動に必要な情報提供を十分に行うととも

に、関係団体への働きかけを強化し、その委嘱拡大に努

める

① 全国年金委員研修会の実施（本部主催）

② 本部および各年金事務所からの年金委員への情報提供

③ 年金委員研修会の実施（Web会議ツールを最大限に利用）

④ 年金委員大会の実施

⑤ 年金委員の委嘱拡大 34

〇各事業への取組方針
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